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自己紹介文 

 

アメリカで 2 年、イギリスで 10 年、日本で 7 年と世界中の大学で日

本語教育の現場に携わってきました。コンピュータ日本語教育の研

究をし始めたのは 15 年前か

らですが、その頃に比べると

コンピュータの技術はめざ

ましく発達してきているに

も関わらず日本での日本語

教育の現場でもまだまだコ

ンピュータを活用しきれて

いない状況です。この状態を

少しでも良くしようと日々、

教材開発と研究に勤しんでいます。現在までに開発した教材は多数

現代日本語コース中級聴解(IJLC) 



ありますが、主なものは「現代日本語コース中級聴解(IJLC)」、「TNe

とよた日本語 e ラーニング会話」です。又、名古屋大学の日本語オ

ンラインコースの教材開発・運営もしています。研究はコンピュー

タ教材における学習者のナビゲーションパターン、携帯電話を利用

した日本語教育、地域日本語教育支援のための e ラーニング教材を

利用した日本語教育など日本語教育におけるコンピュータを利用し

た学習効果の分析および教材の評価を中心に行っています。 

受験生へのメッセージ コンピュータを利用した日本語教育に興味のある方は基本的に指導

生として受け入れます。特に、コンピュータ教材開発をし、それを

利用していかに日本語教育

を効果的に行うかというこ

とを追求したいと思われて

いる方は大歓迎です。コン

ピュータプログラミングの

知識がある方が望ましいで

すが、動画の編集や html

及びソフトを利用したマル

チメディア教材作成を学ぶ

授業を行っているので前期

課程の学生さんは教材開発に必要な基本的な技術を身につけるとと

もに、コンピュータ日本語学習をどのように授業に取り入れれば効

果的かという理論も同時に学びます。後期課程の学生さんはオリジ

ナルコンピュータ教材の開発とその教材を利用した学習効果を分析

し教材評価を行うというような研究が主になってきますので、自分

でコンピュータ教材開発が出来る方が望ましいです。もちろん日本

語教育とコンピュータ学習に関わる研究で私の専門の領域と研究内

容が近い学生さんは指導を行います。 
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